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1   はじめに 
われわれの研究グループでは，自己組織化を利用

した多成分からなる錯体の合成とその化学修飾を通

じた機能発現に取り組んできている．例えば，フッ

素性置換基を化学修飾した折れ曲がった有機配位子

(L)と遷移金属イオン(M)から，内部にフッ素性官能
基が集積された M12L24組成の球状錯体が得られるこ

とを報告している[1]．得られる錯体は直径が数ナノ
メートルを超える巨大な中空構造であるが，その構

造は分子レベルで厳密に整っており，放射光 X 線を
用いることで単結晶構造解析による構造決定が可能

となる．今回，共同研究によって，Stoddart グルー
プのホスト-ゲスト化学を球状錯体の内部で発現さ
せることに成功した[2]． 
 
2   実験 

Stoddart グループのゲスト分子に対応する部分構
造を有機配位子 L に共有結合を介して連結した．こ
の配位子とパラジウム(II)イオンとの自己組織化に
よって，M12L24 球状錯体を構築した．得られた錯体

は核磁気共鳴(NMR)や質量分析(MS)によって構造決
定し，最終的に単結晶を作成できたことから，放射

光 X 線を用いた結晶構造解析を行い詳細な構造を決
定することができた(図 1)．この錯体の溶液に対し
て，ホスト分子を後から加え，反応の進行を NMR
や UV-visスペクトルなどを用いて追跡した． 

 
3   結果および考察 
通常は，静電反発が生じるカチオン性のホスト-

ゲスト分子をカチオン性の錯体内部にとじ込めるこ

とは難しい．非常に大きく安定な球状錯体を使い，

信頼性の高いホスト-ゲスト相互作用を適用するこ
とで構造構築を達成できた．各種の分析法を併用す

ることで，球状の錯体骨格を維持したまま内部でホ

スト-ゲスト相互作用が発現することを見いだした． 
 

 
図１：放射光 X線構造解析によって明らかになった
球状錯体の構造．立方八面体型の多面体構造をとる． 

 
4   まとめ 
自己組織化によって構築した，カチオン性の球状

錯体の内部空間を使い，カチオン性のホスト-ゲス
ト相互作用を発現させることに成功した．ゲストに

相当する部位を内部に化学修飾した，36 成分からな
る巨大な球状錯体の構造を，放射光 X 線を用いた単
結晶構造解析によって明らかにできた． 
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